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　　１　生活機能の強化に係る政策分野

いなべ総合病院にて、名古屋市立大学病院より講師を
招き市民医療公開講座を開催し、53名（医療関係者外
を含む）の参加がありました。

昨年度に災害用救急車両・車両搭載医療機器等を購入
し、車両の整備を行ったため、平成23年度は購入等はし
ていません。

出産取扱医療機関が産科医等の処遇改善策として分娩
手当てを支給していますが、それに対して、いなべ総合
病院に160件分の費用の一部を助成しました。

いなべ総合病院において、外部人
材の講師を招き医療従事者に研
修を行うことにより、魅力的な研修
環境とすることで医療従事者を確
保する。

大学の医学を履修する課程に在
学する者のうち、一定の要件を満
たす者に修学資金を貸与する。

医療

医師養成奨学金
事業

適正受診等啓発
事業

医療従事者緊急
確保事業

医療

産科医確保支援
事業

いなべ総合病院
医療従事者等研
修啓発事業

災害医療体制整
備事業

圏域の中核病院が、民間診療所と
連携、役割分担し、中核機能を果
たすために必要となる医療従事者
確保対策に助成を行う。

医療8

いなべ市では子育て支援センター等で適正受診の啓発
や市の広報誌やホームページに啓発記事を掲載し,東員
町でも広報誌、町民カレンダーにより受診方法等につい
て周知・啓発を行いました。

3 医療

5

一次救急医療体
制確保事業

休日診療実績
　・開院回数　 70日
　・利用者数　 274件

事業概要

いなべ総合病院の２４時間救急医
療体制の維持を支援するため財政
支援を行う。

圏域の中核病院との連携の下、民
間診療所が交代して行う休日診療
をいなべ市及び東員町はいなべ医
師会に委託する。

平成２３年度事業実績

いなべ総合病院24時間救急医療体制

　　　　　　　 救急搬送　　外来　　　   入院
　いなべ市　  693件　　70,023件　　3,968件
　東員町　　　188件  　10,676件 　    852件

二次救急診療体制の運営状況
　・当番日数　　　　  89日
　・利用者数　　　1,719件
　　             　（入院　140件　　外来　1,579件）

適正受診を普及させるため、いな
べ医師会及び関係機関と連携する
などして、適正受診の啓発などを
行う。

いなべ市及び東員町は、病院群輪
番制病院運営事業参加医療機関
であるいなべ総合病院の二次救急
診療体制の運営に対し支援を行
う。

医療

事業名

いなべ総合病院
救急医療体制確
保支援事業

1

二次救急医療体
制確保事業

№ 分野

医療

医療

7 医療

9

4

大学の医学を履修する課程に在学する、一定の要件を
満たす医科大学生３名に修学資金を貸与しました。

圏域の中核病院が、民間診療所と連携、役割分担し、
中核機能を果たすために必要となる医療従事者確保に
あたり、院内託児所の運営（週3日開園、利用者29名）、
研修医宿泊施設１棟８室を確保し、運営について助成を
行いました。

出産取扱医療機関が、産科医等
の処遇改善策として分娩手当てを
支給する場合に費用の一部を助
成する。

・災害現場で緊急医療が実施でき
る医療機器等を整備して災害拠点
病院に運用を委託する。
・災害拠点病院近隣にﾍﾘﾎﾟートを
整備する。

2

医療

6
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Ｈ２２年度 Ｈ２３年度 Ｈ２４年度 Ｈ２５年度 Ｈ２６年度 計

210,000

45,937

2,305

12,500

4,090

0

15,649

0

5,885

1,501

19,940

3,823

0

78,245

0

15,649

2,500

7,200

7,200

0

0

19,292

0

3,500

2,666

768

17,500

0

12,345

0

0

162,500

500

150,000

2,500

社会資本整備
総合交付金

12,500

0

6,650

0

15,649

3,500

38,135

42,000 42,000 42,000

2,500 2,500

9,033

9,804

2,500

9,488

2,058

9,805 9,033 9,033 9,033

42,000 42,000

2,500

1,1771,177

2,032

1,177

3,500

1,357

751

2,500

2,500

3,500

768

特定財源

76,540

事業費（単位：千円）
実績額（単位：千円）

38,405

1,1771,177

768

2,930

0

0

1,330 1,330 1,330

4,320

751

1,140

15,649

8,496

15,649

1,165

3,500

2,880

4,320

1,309

300

768

1,330

2,5002,500

1,6001,330

200

0

11,444

1,330

12,500

12,345

災害拠点病院における災害
医療体制の充実を図るため、
今後も計画的に災害医療体
制整備を行っていきます。

いなべ市

東員町

魅力的な研修会を開催したこ
とで医療従事者等に最新の
医療知識を提供することが出
来ました。

東員町

東員町

圏域において出産取扱医療
機関の体制が確保出来まし
た。

いなべ市

いなべ市

いなべ市

いなべ市

東員町

東員町

計画どおり３名の医師奨学生
の確保が出来ました。

医師、看護師等の医療従事
者の不足により、中核救急を
担う医療機関の医療従事者
に過重な負担がかかっていた
ため、医療従事者が働きやす
い環境を整えることにより研
修医を5名確保することがで
きました。

圏域の中核病院との連携の
下、民間診療所が交代して行
う休日診療体制を維持するこ
とが出来ました。

2,880

実施主体

いなべ市
いなべ総合病院24時間診療
体制を確保し、休日夜間にお
ける急患診療体制を維持す
ることが出来ました。

東員町

いなべ市

いなべ市

東員町

いなべ市
病院群輪番制病院運営事業
参加医療機関である、いなべ
総合病院の二次救急診療体
制を維持することが出来まし
た。

750

東員町

東員町

平成２３年度事業評価

適正受診の啓発などを実施し
たことにより、中核病院の時
間外受診患者数の減少を図
ることが出来ました。
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事業概要 平成２３年度事業実績事業名№ 分野

在宅で高齢者等を介護している家
族介護者等に対する支援を実施す
る。

いなべ市では命の大切さ（妊娠管理、健診の重要性）を
啓発する取組みとして、市内中学校４校で中学２年生を
対象（受講生徒：535名）に産婦人科医師による命の教
室（性教育）の講義を実施しました。
東員町では、妊婦健康診査受診等の啓発として、受診
の必要性、内容について、妊娠届出時に窓口で、マタニ
ティ教室や妊婦訪問時に、また広報誌に記載し周知・啓
発を行いました。

10

12

介護保険法第１４条に規定する介
護認定審査会を設置・運営する。

在宅で高齢者等を介護している家族介護者等を支援す
るため、 いなべ市では家族介護者同士の情報交換や
心身リフレッシュを図る「介護者のつどい」を５回開催し、
延べ７５人の参加がありました。また、介護に関する知
識や技術の向上を目的とする「介護者教室」を１回開催
し、延べ３５人が参加していただきました。
  東員町では、事業を社会福祉協議会に委託し、適切な
介護知識や技術を習得する家族介護教室を５回開催
し、延べ４５人の参加者がありました。また、介護者同士
の情報交換や相互の交流を図るリフレッシュ事業も４回
開催し、延べ３１人が参加していただきました。

員弁地区介護認
定審査会事業

11

妊婦検診受診等
啓発事業

・妊婦健康診査受診の啓発を行
う。
・命の大切さ（妊娠管理、健診の重
要性）を啓発する取組みを行う。

福祉

医療

員弁地区介護認定審査会
　・開催回数　　　　　　　　89回
　・要介護認定件数　　3,145件
　　　　（いなべ市 　2,250件   東員町 　895件）

福祉

医療的ケア支援事業利用者数
　いなべ市　 4名　（１事業所）
　東員町　　  4名　（１事業所）

員弁地区障害者介護給付費等支給審査会
　 審査判定件数 　112件
      　（いなべ市 　　76件　 東員町 　　36件）

障害者自立支援法第１５条に規定
する障害者介護給付費等の支給
に関する審査会を設置・運営する。

福祉
家族介護支援事
業

障害者介護給付
費等支給審査会
事業

17

14

15

福祉

福祉

福祉

13

いなべ地区子育
て事業（のびの
び教室）

障がい児（就学前の幼児）とその
親、及びその障がい児の担任であ
る保育士が交流し、障がいに対す
る学習などを行う。

手話通訳者及び要約筆記奉仕員
を登録し、申請に基づき派遣する。

手話通訳者等派
遣事業

障害者通所施設
医療的ケア支援
事業

対象施設に通所する障がい者の
内、医療的ケアを必要とする障が
い者に対して当該施設が看護師を
雇用した経費の一部を補助する。

障害者通所施設重度障害者加算
    事業者数　　　　4件
               　（いなべ市　 2件　 東員町 　2件）
　　交付者数　　　11件
               　（いなべ市 　9件　 東員町 　2件）
 

障害者通所施設
重度障害者加算
事業

対象施設に対して運営助成として
補助金を交付する。

16

福祉

手話通訳者等派遣件数
　　・手話通訳者派遣件数 　　　　　106件
　　　　　　（いなべ市 　61件　 東員町 　45件）
　　・要約筆記奉仕員派遣件数 　　3件
　　　　　　（いなべ市   　3件　 東員町   　0件）

障がいのある児童の保護者を対象に地域での子育て支
援を実施。
　いなべ市
　　・保護者サークルでの情報交換会
　　　　　76回開催（延べ451人参加）
　　・言語聴覚士、理学療法士などの専門職に
       よる相談会：34回開催（延べ88人参加）
　　・講演会6回開催（延べ120人参加）
　東員町
　　のびのび教室（会員１１名）
　　　　10回開催（延べ50名参加）

-3-



Ｈ２２年度 Ｈ２３年度 Ｈ２４年度 Ｈ２５年度 Ｈ２６年度 計

特定財源

事業費（単位：千円）
実績額（単位：千円）実施主体平成２３年度事業評価

100100

0

439

225

500

2,195

10,024

885

439

10,148

1,206

2,806

200

4,662

3,405

2,400

681

2,806

681

100

177177

4,346

10,148

4,346

23,727

53,679

100 100

10,148

439

1,232

10,865

705 3,430

2,173

0

2,173

障害者自立支
援給付費負担
金

1,206

地域生活支援
事業費補助金

3,672

地域生活支援
事業費補助金

1,000

3,824

6,030

2,400

2,043

1,394

200

106

400

22,814

1,274

0

障害者自立支
援給付費負担
金

14,030

2,266

705

11,330

40

2,136

2,465

220

地域生活支援
事業費補助金

6,370

30

1,274

2,266

1,871

2,266

40

2,266

610

1,2741,274

610

1,274

30

13 93

1,801

622

705

1,274 1,191

0

439

681

1,200

681

1,200

2,266

177

4,346

1,206

200

1,206

2,8062,806

2,193

1,206

2,173

705

837

2,173

0

778

1,980

681

200

1,200

177

13,035

200

439

2,806

2,469

13,087

10,692

200

177

10,148

5,478

200

5,478

0

4,546

4,298

125
いなべ市

100

いなべ市

東員町

在宅介護に役立ててもらうよ
う、介護技術講習などさまざ
まな講習を実施したことによ
り、家族介護者が必要な介護
知識・技術の習得をしていた
だきました。また介護者相互
の交流を図り心身のリフレッ
シュを図ることが出来ました。

東員町

妊婦健康診査受診等につい
ての周知・啓発を行ったこと
により、多くの対象者に受診
していただくことが出来まし
た。

東員町

いなべ市
２５名の認定審査会委員によ
る第５合議体の体制で員弁
地区介護認定審査会を共同
で実施し、公平かつ適正な審
査を実施することができまし
た。

いなべ市

1,206

看護師の費用を補助すること
で、保護者の付き添い介護の
負担を軽減することが出来ま
した。 東員町

東員町

障害者自立支援法に規定する
障害者介護給付費等の支給に
関する審査会をいなべ市と東
員町と共同設置し、委員１０名
を選任して１合議体５名の２合
議体体制とし、毎月１回１合議
体で開催し、公平かつ適正な
審査を実施することが出来まし
た。

いなべ市

東員町

いなべ市
重度障害者の社会参加の促進
及び福祉の向上のため、対象
施設に対して適正な支援を行っ
たことにより、障害福祉サービス
を行う施設の円滑な運営を図る
ことが出来ました。

0

1,844

616

220

1,200

いなべ市

いなべ市

2,173

東員町

障がいのある児童の保護者
の交流（サークル等）・活動の
場、研修・学習の場の提供を
行うことで、保護者の育児へ
の悩みや不安を解消し、育児
ストレスの軽減を図ることが
出来ました。

手話通訳者及び要約筆記奉
仕員を派遣したことにより、聴
覚障がい者とのコミュニケー
ションが円滑に行うことが出
来ました。

0 2,136

東員町
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事業概要 平成２３年度事業実績事業名№ 分野

　　２　結びつきやネットワークの強化に係る政策分野

事業概要

18 教育

教育課題の研究、調査・統計資料
作成、交流研修会、研修講座など
を実施する。

教育研究所事業

教職員・保護者の研修講座及び講演会
　　・講座・研修会 　32回開催
　　・参加者総数   　1,502人

教職員の実践交流や研究活動
　・総会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1回
　・健康研究会　　　　　　　　　　　　　　15回
　・特別支援教育研究会　　                5回
                   ( 総会  1回　　学習会等  4回)

教育支援センター相談件数等
　　・電話相談　  349 　件
　　　　  　（いなべ市  299件　 東員町  50件）
　　・面接相談（来訪）　　1,499件
　　　　　　（いなべ市  722件　 東員町  777件）
　　・学校訪問　　97 回
　　　　　　（いなべ市  63回　 東員町  34回）

総合防災訓練事
業

いなべ教育支援センターを設置・
運営し、心理的等の理由で不登校
状態にある児童生徒が学校復帰
できるよう、児童生徒・保護者・学
校を支援する。

郡市教育研究会
事業

19 教育

新たな教育課題に対し、教職員が
主体的に情報交換・研究活動を行
う郡市教育研究会活動に支援を行
う。

教育
教育支援セン
ター事業

20

いなべ市内12路線を自家用・定時定路線運行により、シ
ルバー人材センターに運転業務を委託し、運行していま
す。
 
　 年間利用者数：103,758名

№

防災

大規模地震などの甚大な災害に
対する消火、救助、救急活動訓練
を実施すると共に、関係機関と連
携して総合的な部隊訓練を実施す
る。

23 福祉バス事業

分野 事業名 平成２３年度事業実績

東日本大震災による支援体制を確保するため、総合防
災訓練は実施できませんでした。

桑名市消防本署
員弁南分署指揮
隊事業

員弁南分署からの出動回数
  救急車753回
　 （いなべ市 723件　 東員町 5件　 その他 25件）
　消防車68回
　 （いなべ市 46件 　東員町 13件　 その他 9件）

24

桑名市消防本部が員弁南分署に
指揮隊を設置し運営するために要
する費用を負担する。

21

地
域
交
通

22

市内12路線を自家用・定時定路線
運行により、いなべ市社会福祉協
議会に運転業務を委託する。

生活機能の強化に係る政策分野　　　　合計２２

防災

地
域
交
通

町内に２路線を設定し、南北線は
八風バス㈱に委託し毎日１４往復
を運行。また東部線は三岐鉄道㈱
に委託し、毎日１１往復を運行。

東員町内に２路線を設定し、南北線は八風バス㈱に委
託し毎日１４往復を運行。また東部線は三岐鉄道㈱に委
託し、毎日１１往復を運行しています。
　
　　年間利用者数
　　　　南北線：65,669人
　　　　東部線：28,697人

コミュニティバス
事業
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Ｈ２２年度 Ｈ２３年度 Ｈ２４年度 Ｈ２５年度 Ｈ２６年度 計

特定財源

事業費（単位：千円）
実績額（単位：千円）実施主体平成２３年度事業評価

208,886 186,154 180,182 330,682 180,182 1,086,086

186,624 201,019 0 0 0 387,643

Ｈ２２年度 Ｈ２３年度 Ｈ２４年度 Ｈ２５年度 Ｈ２６年度 計

4,300

594

120

21,460

3,225

9,353

10,978

310

182

800

0

1,542

680

2,200

0

400

680

310

0

105,706

0

20 20

4,300

68,052 68,052

43,500

0

実績額（単位：千円）

129,501

249,000

0

1,182

市町村自主運
行バス等運行
費補助金等

68,052

6,054

合併特例債

0

24,194

200

33,180

96,776

特定財源

340,260

事業費（単位：千円）

141,499

55,177

68,05268,052

24,19424,194

275,885

43,500

0

100100

297

20

5,876

4,300 4,300

43,500

0

2,200

680

310

18

20

302

3,477

4,260教職員の研修講座への参加率
は非常に高く、研修講座の内容
も学校における教育活動と関連
付けられ、より効果的な研修と
なり、教職員の資質・指導力の
向上を図ることが出来ました。

69,998 59,503

75,000

2,430

400

680

2,200 2,200

297

3,624

心理的等の理由で不登校状態
にある児童生徒が学校復帰でき
るよう、児童生徒・保護者・学校
を支援し、通級者９名のうち５名
が学校復帰を含め、登校・行事
参加等が出来るようになってき
ました。また、他の3名について
も週に1～２回の割合で登校し
たり、部活動への参加が出来る
ようになってきました。

102

東員町

自主防災組織による訓練や
両市町で防火パレード等実
施しましたが、総合防災訓練
は実施出来ませんでした。

33,180

102

310

0

24,194

677

いなべ市

いなべ市

東員町

東員町

505

505

いなべ市

東員町

いなべ市

2,178

実施主体

研究所と研究会の相互連携
を深めることにより、教育研
究所の講座や研究内容と研
究会活動の成果が全体に還
流出来るようになりました。

平成２３年度から員弁南分署
に員弁方面指揮隊が設置さ
れ、従来桑名から派遣されて
いた時より、員弁地区での火
災現場への到着時間が短縮
され消防団員の安全確保や
情報収集に効果を上げること
が出来ました。

東員町

いなべ市

年間利用者は前年度と比
べ、全線で2,029人の増とな
り、多くの住民の方に利用し
ていただくことが出来ました。

年間10万人以上の方に利用
していただくことが出来まし
た。

いなべ市

東員町

いなべ市

東員町

平成２３年度事業評価

43,500

55,17755,177

71,168 70,331

55,177

52,568 53,138

55,177
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事業概要 平成２３年度事業実績事業名№ 分野

三岐鉄道北勢線
支援事業

27

位置：大安町大井田地内（市道大
安四日市線～市道大安東部線）
延長：920m
幅員：10.5m(歩道2.0m)

駐車場利用台数（利用延べ台数）
　阿下喜駅　2,940台
　麻生田駅　3,920台
　楚原駅　　 3,640台
　大泉駅　　20,300台
　東員駅　　17,360台
　穴太駅　　　8,680台

三岐鉄道北勢線の安定運行のた
め、三岐鉄道㈱に対して支援を行
う。北勢線の利用促進を図るた
め、北勢線対策推進協議会へ負
担金を支出する。

三岐鉄道北勢線年間利用者
　北勢線乗車人員：2,328,953人

地
域
交
通

26

25

地
域
交
通

三岐鉄道北勢線
駅前管理・整備
事業

地
域
交
通

北勢線各駅における駐輪場と駐車
場を管理する。大泉駅前広場の整
備（H24－25年度）

昨年度にコミュニティバスの利用促進に寄与するため、
バス停に待合所やシェルター（屋根）を９箇所設置したた
め、今年度は整備を行いませんでした。コミュニティバス

待合所整備事業

コミュニティバスの利用促進に寄与
するため、バス停に待合所やシェ
ルター（屋根）を設置する。

大井田３区２９２
号線整備事業

位置：東員町大木地内（県道大泉
東停車場線～町道鳥取３５２号線）
延長：650m
幅員：10.25ｍ(歩道2.5m)

位置：員弁町市之原地内（市道暮
明市之原線～市道下外面鳩岡線・
市道畑新田上笠田線交差点）
延長：1,850m
幅員：10.5m(歩道2.0m)

30

町道大木八幡新
田線整備事業

28

主要地方道四日
市・員弁線整備
促進事業

道路

道路

笠田新田坂東新
田線整備事業

道路

34

平成23年度は市道笠田新田坂東新田線道路改良工事
L=664ｍ、２号橋梁上部工（明智川）L=20ｍを施工しまし
た。
　[事業期間：平成１９年度～２５年度予定]

位置：東員町中上地内（県道四日
市東員線～国道３６５号）
延長：1,980m
幅員：12.5m(歩道3.5m)

平成２３年度は国道４２１号の圏域内の区間の道路改良
工事約２４０ｍを施工しました。
　[事業期間：平成２０年度～２４年度予定]

員弁町北金井地区の地元説明会の開催や、北金井地
内及び大安町平塚、高柳地内の用地境界立会い、用地
測量を実施しました。

国道４２１号の圏域内の整備促進
に向けて取組む。位置：東員町山
田・鳥取地内
延長：2,800m
幅員：15.5m(歩道3.5m×2)

県道四日市・員弁線の整備促進に
向けて取組む。
位置：大安町大井田地内～員弁町
大泉新田　（国道３６５号線～国道４
２１号線）
延長：2,000m
幅員：9.5m(歩道3.5m)　    橋梁１基

平成22年度に工事完了。

平成２３年度は県道大泉東停車場線～町道鳥取３５２号
線までの区間の道路改良工事約１３３ｍを施工しまし
た。
　[事業期間：平成２１年度～２５年度予定]

平成23年度は県道菰野東員線～町道筑紫穴太線まで
の区間の道路改良工事約７３ｍを施工しました。
　[事業期間：平成２０年度～２４年度予定]

国道４２１号整備
促進事業

33

道路

31

32 道路

29

位置：東員町穴太地内（県道菰野
東員線～町道筑紫穴太線）
延長：665m
幅員：10.25m(歩道2.5m)

平成23年度は市道大井田3区292号線道路改良工事
L=440ｍを施工しました。
　[事業期間 ：平成２０年度～２５年度予定]

道路

道路

町道穴太南北線
整備事業

町道中上南大社
線整備事業
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Ｈ２２年度 Ｈ２３年度 Ｈ２４年度 Ｈ２５年度 Ｈ２６年度 計

特定財源

事業費（単位：千円）
実績額（単位：千円）実施主体平成２３年度事業評価

1,215 社会資本整備
総合交付金

社会資本整備
総合交付金

社会資本整備
総合交付金、
合併特例債

622,600

345,483

270,042

255,354

0

2,650

1,820

10,585

449,476

1,620

10,000

0

0

340,360

2,334

206,075

75,000

324

241,000 0

599

0

150,000

0

運営状況は依然と厳しい状
況が継続しており、今後も厳
しい状況が想定されます。利
便性・安全性を高めるととも
に利用促進を進め利用者の
増加を図って行きます。

165,792

85,400

86,489

東員町
251

0

100,000

0

174,568

いなべ市

115,000

212,000

10,000

10,585

143,000

115,000

324

348

127,677

165,792

いなべ市

東員町

東員町

1,215

いなべ市
165,792

913

北勢線の各駅の駐車場・駐
輪場を維持管理し、利用しや
すい駅とすることが出来まし
た。

127,677

127,677

58,042

1,421

127,677

324

1,215

2,650112,592

101,215

324

1,820

324

101,215

日常的な交通手段として利便
性の向上を図るため計画的
に整備を行っていきます。

社会資本整備
総合交付金、
土木債0

0

375,400

社会資本整備
総合交付金、
土木債116,153

119,000

30,354

0

0

37,486

27,069

31,000

社会資本整備
総合交付金、
合併特例債

0

0

204,003

0

0

67,000

0

32,000

48,215

0

51,874

21,000

0

0

0

140,000

0

0

0

0

0

社会資本整備
総合交付金、
土木債

0

3,659

89,003

東員町

いなべ市

89,084

いなべ市

30,354

東員町

いなべ市

平成24年度一部開通に向け
計画どおり工事を行うことが
出来ました。

平成22年度に全線開通しまし
た。 いなべ市

88,600

東員町

いなべ市

平成２４年度開通に向け計画
どおり工事を行うことが出来
ました。

東員町

37,486

平成２５年度開通に向け計画
どおり工事を行うことが出来
ました。

20,000

東員町

東員町

東員町

88,000

いなべ市

市道大安東部線から市道西
方上笠田線までを平成31年
度完成に向け計画どおり取
組むことが出来ました。

平成２４年度開通に向け計画
どおり工事を行うことが出来
ました。

いなべ市

平成25年度開通に向け計画
どおり工事を行うことが出来
ました。
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№ 分野 平成２３年度事業実績事業名 事業概要

住
民
参
画

41
ボランティアコー
ディネーター養成
事業

市民活動団体つ
ながり醸成事業

三重県社会福祉協議会ボランティ
アセンターが実施するボランティア
コーディネーター事業を活用するな
どしてボランティアコーディネーター
の育成を行う。

平成２２年度にボランティアコーディネーター養成研修
に参加し、コーディネーターの認定を受けました。
　平成２３年度は、東日本大震災によって、被災地での
ボランティアコーディネーターの重要な役割が再認識さ
れることになりました。そこで、社会福祉協議会と協議を
重ね、防災ボランティアコーディネーター育成のために、
前進となる「防災講座」と「講演会」を開催しました。

39

40

住
民
参
画

定住・移住を促進するため、東員
町内の出生児や小中学校入学児
の保護者に祝金を支給する。

移
住
定
住

出生・小中学校
入学祝金支給事
業

市町の市民活動拠点の機能を活
用し、圏域内の市民活動団体の情
報や当該団体の支援に関する情
報などを共有する。

いなべ市では今年度から専任で市民活動を行うスタッフを
配置し、団体の利用満足度を向上させるよう努めました。
また、両市町連携を図り、市民活動の人材育成研修等を
開催しました。
東員町では三重県が住民活動支援の取り組みとして行っ
ている「美し国おこし・三重」パートナーグループの登録団
体が8団体となり、また、住民活動支援講演会を開催し、
「とういんボランティア市民活動支援センター運営協議会」
と共催で住民活動支援講演会・ふれあい交流会を開催し
ました。

祝金支給件数
　　出生祝金　　　　　　　  　182　件
　　小中学校入学祝金     　465  件

36

東海環状自動車
道整備促進事業

道路35

38

37

平成23年度は特に研究・調査は実施しませんでした。

定住促進奨励金交付件数
　　 旧定住促進事業　　 133件
　 　若者定住促進事業　  88件

定住・移住を促進するため、町外
から転入して住宅を新築・購入され
るなど一定の条件を満たす方に奨
励金を交付する。

移
住
定
住

移住・定住調査
研究事業

移
住
定
住

定住・移住を促進するための情報
収集や研究・調査を行い、その結
果を東員町と共有する。

定住促進奨励金
事業

移
住
定
住

空き家・空き地バ
ンク事業

東海環状自動車道の整備促進の
ため、通過市町と連携しながら、
国、県等関係機関への要望活動に
より早期開通に向けた働きかけを
行う。

「空き家・空き地」の情報を市町双
方のホームページにリンクさせるこ
となどにより共同発信する。

東海環状自動車道の整備促進のため、通過市町と連
携しながら、国、県等関係機関への早期開通に向けた
働きかけを行い、要望活動及び提言活動を実施し、沿
線市町の交流として、MAG-CUP少年サッカー交流活動
に参加しました。

空き家バンク制度啓発物品の配布やホームページでの
啓発を両市町連携し実施しました。

-9-



Ｈ２２年度 Ｈ２３年度 Ｈ２４年度 Ｈ２５年度 Ｈ２６年度 計

特定財源

事業費（単位：千円）
実績額（単位：千円）実施主体平成２３年度事業評価

807,372 834,710 759,523 602,158 165,158 3,168,921

776,054 898,462 0 0 0 1,674,516

150

300

150

17,754

750

300

80 80

150

150 150

400

1,500

150

80

750

0

0

100

0

140

0

179

300

34,160

500

71,388

0

73,118

0

170,800

0

0

0

2,970

2,480

65,577

958

0

179

0

0

0

34,160

580

「防災講座」「講演会」を通し
て、今後の防災ボランティア
コーディネーター育成講座の開
催について、社会福祉協議会
と具体的な協議が出来ました。
また近隣市町の防災ボランティ
アグループとも交流を図り、圏
域での協力体制について話し
合うことも出来ました。

いなべ市

99

500

580

500

35,913

30,811

32,411

24,553

いなべ市

東員町
0

0

0

0

いなべ市

東員町

33,166

479

東員町

49

300

150

70

300

130

70

いなべ市
平成23年度は全対象者へ支
給し、児童の出生および入学
を祝福し、児童の健やかな育
成と子育て家庭の経済的負
担の軽減を図ることが出来ま
した。

580

34,160

80

580

500

東員町

既存の活動団体が相互の活
動等について情報交換や交
流が持てるようにし、団体の
活動の活性化を図ることが出
来ました。

34,16034,160

479

480

50

80

650

35,475

150150

いなべ市
啓発等を行いましたが、空き
家の解消には至っておりませ
ん。

東員町

0

研究による制度構築には
至っておりません。

本制度の目的である「若者の
定住促進並びに本町の住宅
取得者及び人口の増加」を図
る一定の効果を得ることが出
来ました。 東員町

いなべ市

50

いなべ市

東員町

通過市町と連携を図り、交流
活動等に参加し、平成27年度
開通（平成32年度全線開通）
に向け活動を行ってきまし
た。

150

80
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　　３　圏域マネジメント能力の強化に係る政策分野

事業概要

いなべ市及び東員町の職員を対
象に、政策立案スキルを向上させ
る研修等を実施する。

42

人
材
育
成

事業名

政策立案能力向
上研修事業

№ 分野 平成２３年度事業実績

43
ザ・プロフェッショ
ナル招へい事業

人
材
育
成

いなべ市及び東員町の職員を対
象に、圏域を中心に様々な分野で
活躍されている方等を講師に迎
え、各分野における課題や最新の
情報、業界のトレンド、マネジメント
技術等に関した研修を実施する。

旧員弁郡定住自立圏共生ビジョン　事業計画　　総合計４３事業

圏域マネジメント能力の強化に係る政策分野　　　　合計２

企業経営研修では、太平洋セメント㈱様にて環境への配慮
や社会への貢献と調和した事業活動への取り組みについ
て学び、２５名が参加しました。
また、女性職員スキルアップ研修では、女性職員が働きが
いを持って仕事に取り組み、自分らしさを発揮して自己実
現のためのスキルアップを図るための研修に９名が参加し
ました。
新規採用職員と採用後１年の職員を対象に職場内研修と
して、社会人としての自覚、仕事の進め方及び接遇等につ
いて研修を行い、１３名が参加しました。

法制執務能力の向上を図るため、法制執務に必要な基
礎から条例規則の立案・改廃に必要な専門知識まで、
実務に則した演習などの研修を開催し、両市町職員１３
名が受講しました。
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Ｈ２２年度 Ｈ２３年度 Ｈ２４年度 Ｈ２５年度 Ｈ２６年度 計

703 680 680 680 680 3,423

400 834 0 0 0 1,234

Ｈ２２年度 Ｈ２３年度 Ｈ２４年度 Ｈ２５年度 Ｈ２６年度 計

専門分野で活躍されている方
を講師に招いての研修や企
業経営研修を受講しマネジメ
ント技術などを学び職員の資
質、圏域マネジメント能力の
向上を図ることができました。

200

963,078

273

200

1,016,961

平成２３年度事業評価

圏域の共通課題の解決に向け
た研修を両市町が実施し、市町
の連携を強化させ、地方分権の
進展に対応した法制執務の知
識を習得し、実務遂行能力の向
上を図ることが出来ました。

0

東員町

いなべ市

200 200200

263

1,273250

東員町

実施主体

いなべ市

実績額（単位：千円）

15030 3030

137

200 200

30

0

事業費（単位：千円）

200

200

463

実績額（単位：千円）

200

933,520940,385

200

234

200

0 2,063,393

1,021,544

0

4,258,430346,020

01,100,315

30

234

1,000

400

1,000

200

250250 250

137

事業費（単位：千円）
特定財源
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●委員意見 

分野 内 容 

医療 

・ 医師不足の現状に対して、研修医を集め研修医に継続して残っていただくなど、医師を増やす方法

として協力をいただきたい。 

・ 医療機器等は５年位で機能が落ちてくるため、たえず交換が必要。 

福祉 

・ 障がい者グループホームの供給が不足しているため検討をお願いしたい。 

・ 自分たちの地域だけで全て網羅することは難しいので、圏域で協力しあうことが大切。 

・ 介護保険を利用しなかった方の統計をとり、利用されなった方には表彰するなどしてはどうか。 

・ 藤原町の北部では高齢化が進み、高齢になるにつれ、だんだん車に乗れなくなります、福祉バスの

運行もしていただいていますが、もう少し高齢者の施策を手厚くしていただきたい。 

・ 介護の問題など今後ますます高齢化が進む中、認知症や知的障がい者、身体障がい者の方を家庭で

介護できなくなった場合どうするか、地域の中でどう支援していくか考え、住みやすい地域づくり

が必要。 

教育 ・ 自分の地域のことが分かりやすい、いなべの副読本を作成しました。 

地域公共交通 ・ 東海環状自動車道の開通に向けへリポートの高速道路対策について検討してほしい。 

交流移住促進 
・ 定住促進奨励金事業について 23 年度も良い結果がでているので継続して実施してほしい。 

・ 少子化で小学校が減っているので、いかにして定住促進、人口を増やしていくかという施策が必要。 

住民参画 

・ いなべ産品利用について、われわれ市民活動団体も協力するので、圏域全体に広げていただきたい。 

・ 両市町には地元のよい素材があるので、お互いに利用し、よい活動があれば圏域で連携して実施し

ていきたい。 

・ 地域の活性化など更なる繋がりを強化するために、そういうところにもう少し目を向けていただき

たい。 

 


